
 松野町では、令和６年度に森林環境譲与税を活用し、森林GISシステムの再構築を実施。
 この事業は、森林GISシステムである「ブルーバード」導入することにより、システム動作の安定稼働を図ることが可能となる。また、

ブルーバードを導入している林業事業体や(一社)南予森林管理推進センター等との円滑な業務連携が可能となった。

□ 事業内容
１ 森林GIS再構築業務事業
・森林GISの再構築を行うことで、システム動作の安定稼働を図り、
住⺠サービスの向上を目指す。また、林業事業体及び（一社）南予森
林管理推進センター等との円滑な業務連携を行うもの。

２ 森林GISシステム導入（委託）
・㈱AOISC開発の「ブルーバード」を導入。
【委 託 費】4,730千円（全額譲与税）
【備品購入費】 297千円（全額譲与税）
【実 績】森林GISシステム及びシステム用パソコンの導入

３ 森林GIS再構築業務事業写真

愛媛県 松野町（森林GIS再構築における円滑な業務連携について）
木材利用・
普及啓発

（森林GISシステム）

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

担当者連絡先
（部署）農林振興課 （氏名）上岡 慎太郎
（電話番号）0895-42-1114

（メール）s-kamioka@town.matsuno.lg.jp

①令和６年度譲与額：23,578千円 ②私有林人工林面積（※１）：3,665ha

③林野率（※１）：83.3％ ④人口（※２）：3,674人 ⑤林業就業者数（※２）：11人

□ 取組の効果

□ ⼯夫・留意した点
・旧システムは、林業事業体や(一社)南予森林管理推進センター等
が導入しているシステムとは異なり、業務連携を円滑に推進するこ
とが出来ず、データの移行等も不可能であった。
そのため、林業事業体や(一社)南予森林管理推進センター等が導

入している同システムを導入することにより、 (一社)南予森林管理
推進センターで管理しているデータの移行が可能となった。

・再構築した「ブルーバード」を導入することにより、
システム動作の安定的な稼働が可能となり、住⺠サー
ビスの向上を図ることが出来た。また、同システムを
導入していることから、他団体とも円滑な業務連携を
可能とし、更なる森林整備の拡充を図る。

（システム用パソコン）


